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　成
人
の
自
覚
を
胸
に 

仁
淀
川
町
成
人
式

作
文
コン
テ
ス
ト

　西
森
佑
奈
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
く

法
務
大
臣
表
彰

　保
護
司
の
西
森
直
隆
さ
ん
が
受
賞

防
災
へ
向
け
た
決
意
新
た
に

　消
防
団
出
初
式

冷たい風が吹き始めるころ、
家の軒先にずらりと並べられた
冬の風物詩「干し大根」



　１
月
２
日
、
仁
淀
川
町
の
成

人
を
祝
う
式
典
が
仁
淀
川
町
立

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　今

年
の
新
成
人
は
、
平
成
６

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た

町
内
小
中
学
校
卒
業
者
お
よ
び

町
内
在
住
者
50
人
が
対
象
で
36

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　振
り
袖
や
紋
付
き
は
か
ま
、

ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、
一
つ
の

区
切
り
を
迎
え
、
未
来
に
大
き

な
希
望
を
持
っ
た
新
成
人
ら
の

笑
顔
で
会
場
は
清
々
し
い
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
　

　式
典
で
は
、
大
石
町
長
か
ら

「
新
し
い
時
代
の
中
で
感
性
を

磨
き
、
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
夢
と
希
望
を
抱
い
て

ほ
し
い
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
大

原
涼
太
郎
さ
ん
が
「
今
日
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
成
人
と
し

て
の
自
覚
を
新
た
に
、
大
人
の
一

員
と
し
て
社
会
貢
献
、
ま
た
恩
返

し
を
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
地
区
ご
と
に
記
念
撮

影
が
行
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
会
う

恩
師
や
同
級
生
ら
と
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
な
が
ら
、
旧
交
を
温

め
あ
う
新
成
人
た
ち
の
笑
顔
で
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

　式
典
終
了
後
に
は
、
堀
内
圭
さ

ん
の
想
い
が
込
め
ら
れ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
曲
が
披
露
さ
れ
、
新
成
人

の
門
出
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
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《3》 広報によど川 2月号 広報によど川 2月号 《2》

平
成
27
年 

仁
淀
川
町
成
人
式

成
人
の
自
覚
を
胸
に

  
未
来
へ
踏
み
出
す

　
　
　
　

 
晴
れ
姿

記念撮影を終え、友人と顔を合わせほっとした表情を見せる新成人

謝辞を述べる大原さん 町長から記念品を受け取る掛水美苑さん

新成人による自己紹介

「自分を好きになってほしい」堀内さんの熱い
メッセージが新成人の心を打ちました
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恩師との再会



先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
心
の
交
流

各
地
で
新
春
恒
例
行
事
開
催

　脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
新
春
の
風
物
詩
。 

　そ
こ
に
は
、
継
承
す
る
こ
と
へ
の
喜
び
と
誇

り
、
そ
し
て
人
と
人
と
の
温
か
い
交
流
が
あ
り

ま
し
た
。

  

暮
ら
し
の
中
に
息
づ
く
光
景
。
こ
の
恒
例
行

事
も
、
多
く
の
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
地

元
へ
の
愛
情
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

今
年
も
寺
村
地
区
で
「
お
な
ば
れ
」
が
行
わ

れ
、
土
居
・
岩
丸
地
区
で
は
獅
子
舞
や
鬼
神

（
大
蛮
）
な
ど
が
練
り
歩
き
、
お
正
月
気
分
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

《5》 広報によど川 2月号 広報によど川 2月号 《4》

新年の『いいスタート』切る！  各地で新春スポーツ始め

防災へ向けた決意新たに

平成27年仁淀川町消防団出初式

総勢231人、一糸乱れぬ団結力を披露

１月２日　新春恒例のスポーツ始めが、今年も

吾川、池川、仁淀(森)の３カ所で行われ、約２

００人が参加し、さわやかな汗を流しながら、

親睦を深めました。

　当日は晴天にも恵まれ、参加者らは号砲とと

もに勢いよくスタート。幼児を背負った男性や

手をつないで走る小学生、会話を楽しみながら

歩く高齢者など、それぞれのペースで楽しみ、

気持ちの良い一年の幕開けとなりました。

１月18日　仁淀中学校グラウンドで平成２

７年仁淀川町消防団出初式が行われました。

晴天のもと、合田幸市郎団長以下２３１人

の団員と女性防火クラブのメンバーが一糸

乱れぬ団結力を披露し、今年一年が災害の

ない年であるよう願うとともに、防火・防

災意識の高揚を図りました。

　最初に階級異動のあった団員と、７月の

町消防大会以降に入団した新入団員に辞令

が交付されました。

　また、それぞれの管轄区域で平成２６年

中に１件も火災が起きなかった１２分団に

対して、無火災報奨が贈られたほか、力強

く整然とした分列行進を披露し、来賓や観

覧席で見守る地域の人たちに、今年一年の

防災へ向けた決意を示しました。

寺村地区で行われた「おなばれ」の様子 (１月１日)

服装点検の様子

息災を願い、子どもを抱きかかえる鬼神

引
き
締
ま
っ
た
表
情
で
敬
礼
を
行
う

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
尾
崎
登
代
美
さ
ん

力
強
く
行
わ
れ
た
分
列
行
進

宣
誓
を
行
う
新
入
団
員
代
表
の
品
原
団
員

旧吾川中学校グラウンドを元気よくスタート（吾川地区）

のんびり会話を楽しみながら（森地区）スタートと同時に勢いよく笑顔で飛び出しました（池川地区）

新入団員　

　　品原　　伸　団員（名野川分団）

　　山中　隆志　団員（池川分団）

　　大石　　武　団員（大崎分団）

無
火
災
報
奨

　森
分
団

　川
渡
分
団

　泉
川
分
団

　高
瀬
分
団

　沢
渡
分
団

　別
枝
分
団

　狩
山
分
団

　安
居
分
団

　大
崎
分
団

　名
野
川
分
団

　中
津
分
団

　寺
村
分
団

　

しん

たか  し

たけし

こわいよー家
々
を
回
る
獅
子
舞
（
１
月
2
日
）



《7》 広報によど川 2月号 広報によど川 2月号 《6》

法務大臣表彰 

   保護司の西森直隆さんが受賞

12月17日　県社会を明るくする運動作文コンテストが行わ

れ、仁淀中学校３年の西森佑奈さんが最優秀賞に選ばれ、

仁淀中学校で表彰状が授与されました。

　今回は「犯罪、非行のない地域社会づくり」などをテー

マに中学生の部では５５８点の応募の中、西森さんの作文

が最優秀賞に見事選ばれました。

  西森さんは、犯罪や非行の現状について知らないことがたくさんあったそうですが、自ら学び、このテー

マに真剣に向き合いました。その中でタイトルに選んだのは、「幸せ」。家族が大好きと話す西森さんは

「一人一人が家族や大切な人の幸せを考えたら、犯罪を犯した時にその大切な人たちが悲しむことを考え

たら、犯罪や非行はなくなると思います」と話してくれました。受賞された西森さんの作文を紹介します。 

表彰状を手に母の理恵さんと受賞を喜ぶ西森さん

１０月１日　東京国際フォーラムで、常陸宮同妃両殿下ご臨席の

下、授賞式典が行われ、永きにわたり保護司活動に尽力された功

労により、保護司の西森直隆さん（東古城山）が法務大臣表彰を

受賞されました。

  西森さんは、平成３年から保護司として委嘱され、２３年間に

わたりご活躍されています。

  高吾保護区保護司会は、現在、仁淀川町、佐川町、越知町の３

町合同（定数２８人）で活動しており、仁淀川町では、吾川分区（尾崎弘充分区長）、池川分区（氏

次司分区長）、仁淀分区（西森直隆分区長）の３分区、１０人で活動に取り組んでいます

　保護司は罪を犯した人の更生の援助や犯罪を予防することを主な役割とし、法務大臣から委嘱され、

ボランティアで活動されています。今後も罪を犯した人たちの更生に力添えをお願いします。

法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
た
西
森
さ
ん

な お  た か

ひ たちのみやどう ひ

世代を超えて魅了する文化
仁淀川町の文化祭

「文化の
祭典」

　昨
年
11
月
末
か
ら
年
明
け
に
か
け
て
町
内
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
文
化
祭
や
芸
能
発
表
会
な

ど
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　音
楽
や
踊
り
な
ど
、
伝
統
的
な
も
の
か
ら
現

代
の
新
し
い
も
の
ま
で
、
世
代
を
超
え
て
、
訪

れ
た
人
た
ち
を
魅
了
し
て
く
れ
た
り
、
丁
寧
に

作
り
こ
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
な
ど
「
仁
淀

川
町
の
文
化
力
」
が
目
白
押
し
で
し
た
。

　
犯
罪
や
非
行
は
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
「
笑
顔
」
を
奪

い
ま
す
。
罪
を
犯
し
た
本
人
、
家
族
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス

を
見
て
い
る
人
ま
で
も
で
す
。
私
た
ち
は
そ
ん
な
ニ
ュ

ー
ス
を
見
る
た
び
に
悲
し
く
な
り
、
そ
し
て
犯
罪
者
を

憎
み
ま
す
。
し
か
し
、
犯
罪
者
も
一
人
の
人
間
で
す
。

罪
を
つ
ぐ
な
い
、
再
び
「
笑
顔
」
を
取
り
戻
し
、
社
会

で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

  

私
は
こ
れ
ま
で
、
犯
罪
者
を
差
別
す
る
よ
う
な
目
で

見
て
い
ま
し
た
。
こ
の
人
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
こ
の

よ
う
な
人
間
で
、
こ
れ
か
ら
も
こ
ん
な
人
。
社
会
で
や

っ
て
い
く
こ
と
な
ん
て
で
き
な
い
、
と
。
私
の
よ
う
な

考
え
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
の
私
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
先
日
社

会
の
授
業
で
、
「
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
を
し
た

少
年
た
ち
の
更
生
」
に
つ
い
て
調
べ
学
習
を
し
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
で
「
更
生
」
と
検
索
す
る
と
、
そ
こ
に
は
た

く
さ
ん
の
「
更
生
保
護
」
の
文
字
。
そ
れ
は
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
や
非
行
を
し
た
少
年
た
ち
の
更
生
に
努
め
、

協
力
を
呼
び
か
け
る
内
容
で
し
た
。
罪
を
犯
し
た
人
や

非
行
少
年
た
ち
が
立
ち
直
っ
て
い
く
場
所
は
地
域
社
会
。

地
域
社
会
の
支
援
が
必
要
な
の
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
だ

と
き
、
私
は
ふ
と
考
え
ま
し
た
。
私
た
ち
が
住
ん
で
い

る
日
本
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
立
ち
直
れ
る
よ
う
な
支
援

を
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
少
年

た
ち
を
憎
む
人
は
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
中
に
は
自
分
の
し
た
こ
と
を
悔
や
み
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る

の
で
す
。
も
し
、
逆
の
立
場
で
、
私
が
や
り
直
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
世
間
か
ら
の
目
が
厳
し
け

れ
ば
き
っ
と
立
ち
直
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
考
え

る
と
、
命
を
絶
つ
こ
と
さ
え
も
お
か
し
く
な
い
と
感
じ

ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
こ
ん
な
世
の
中
を
変

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
家
族
や
友
達
、
身
近

な
人
か
ら
始
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ

の
人
た
ち
の
考
え
方
も
変
わ
り
、
そ
の
人
の
家
族
友
達

と
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
力

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
何
か
の
た
め
に
な
る
と
信
じ
て

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
調
べ
学
習
を
通
し
て
、
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
言
葉
、

そ
れ
は
、
「
人
は
皆
、
活
か
さ
れ
て
生
き
て
ゆ
く
」
。

私
も
た
く
さ
ん
の
人
に
さ
さ
え
ら
れ
、
活
か
さ
れ
て
生

き
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
も
あ
や
ま
ち
を
悔
い
る
人

を
受
け
入
れ
、
活
か
し
て
あ
げ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
み
ん
な
に
共
通
す
る
こ
と
で
す
。
み
ん
な
が
こ

の
よ
う
な
考
え
方
を
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
は

も
っ
と
素
敵
な
国
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
更
生
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
直
す
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、

や
は
り
、
一
番
は
犯
罪
や
非
行
が
な
く
な
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
犯
し
た
罪
が
ど
れ
だ
け
小
さ
く
て
も
、
罪

を
犯
し
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
す
。
周
り
の
人

か
ら
の
見
方
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
罪
を
つ
ぐ
な

わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
何
よ
り
、
両
親
や
兄
弟
、

最
も
身
近
な
人
が
傷
つ
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
悲

し
む
犯
罪
、
非
行
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

が
無
く
な
る
日
が
来
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

　
も
し
も
、
弱
い
自
分
に
負
け
そ
う
に
な
っ
た
と
き
は

考
え
て
く
だ
さ
い
。
自
分
は
一
人
で
は
な
い
こ
と
を
。

愛
情
い
っ
ぱ
い
に
育
て
て
く
れ
る
両
親
、
い
つ
も
一
番

近
く
で
見
守
っ
て
く
れ
る
兄
弟
が
い
る
こ
と
を
。
大
切

な
人
の
幸
せ
を
考
え
る
と
、
犯
罪
や
非
行
は
な
く
な
る

は
ず
で
す
。

県社会を明るくする運動作文コンテスト

西森佑奈さんが最優秀賞に輝く

「 

幸
せ 

」  

　
仁
淀
中
学
校
３
年
　
西
森
　
佑
奈

ゆ　　な



《9》 広報によど川 2月号 広報によど川 2月号 《8》

仁淀中女子卓球部 四国大会出場権つかみ取る！

伝統の駅伝！一心に激走！
　　　　 吾川・仁淀川駅伝競走大会

１月１０日　卓球の全国、四国中学選抜大会予選を兼ねた県中学冬

季大会が須崎市スポーツセンターで行われました。

　新チームになって初めて臨んだ仁淀中女子卓球部。予選リーグで

強豪三里中に３対０のストレートで勝利すると勢いそのままに、決

勝トーナメント初戦で土佐中に３対０のストレートで勝利しました。

　その後、準決勝で明徳義塾中に敗れましたが、ベスト４に入り、

見事四国大会の出場権をつかみ取りました。

  主将を務める掛水優花さんは、新チームについて「とにかくみん

な仲がよく、練習でもいつも声を掛け合っています。四国大会でも全力を出し切って楽しみたいで

す」と抱負を話してくれました。 今後のさらなる活躍が期待されます。

１２月２１日　第３６回吾川・第３０回仁淀川駅

伝競走大会が開催され、総勢８チーム５６人が爽

快に仁淀川路を駆け抜けました。

　各区間の沿道には、地域の方や友人たちの応援

の列が連なり、選手を激励。沿道の声援に後押し

され、次の走者へタスキをつなげるため、一心に

激走していました。

　吾川の部では、日ごろ走り鍛えられた高吾北広

域が優勝。仁淀川の部では全区間で区間賞の快走

を見せたいの町陸上部Ａが見事優勝しました。

　閉会式では、入賞チームに地域の特産品が贈ら

れると会場は大盛り上がり。商工会女性部による、

豚汁やちらし寿司も大好評で、見てよし、走って

よし、食べてよしの駅伝大会となりました。

仁淀中学校女子卓球部のメンバー

【
入
賞
団
体
・
区
間
賞
】

吾川の部優勝　高吾北広域
今大会を盛り上げた
女性ランナーの皆さん 仁淀川の部優勝　いの町陸上部Ａ

選
手
を
食
で
応
援
し
た

商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ん

買いすぎて財布が空っぽ！ 皆さん、お疲れさまでした！

走ることを全力で
　楽しみます！

よ
っし
ゃ

贈呈式後、ひなた荘で記念撮影

１２月１９日　仁淀中学校は、

空き缶のプルタブを集めた益金

で車椅子１台を購入し、町デイ

サービスセンター「ひなた荘」

に寄贈しました。

　同校生徒会では、平成１０年

からアルミ缶の回収に取り組ん

でおり、これまで３台寄贈して

います。昨年度は車いすに交換

できなかったため、生徒会では

「今年必ず車いすと交換する」

という強い思いで、回収活動に取り組みました。その結果、生徒だけではなく、保護者・地域の方々の協

力もあり、念願の車椅子を購入することができました。

　贈呈式で生徒会長の　岡大空くんは「みんなで協力してこのアルミ缶回収を行いました。この車いすを

使ってみなさんにに元気になってほしいです」とあいさつをしました。

念願の車いすを寄贈！  ～仁淀中生徒会～

ご
寄
付
の
お
礼

◇
一
般
寄
付
金

　西
森

　
　博 

様(

高
知
市)

◇
仁
淀
ブ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　寄
付
金

　沖
野

　貴
彦 

様(

浜
松
市)

　藤
田

　
　妙 

様(

堺
市)

　深
沢
千
津
子 

様(

笛
吹
市)

　野
中

　秀
彦 

様(

高
知
市)

　一
色

　麻
貴 

様(

東
京
都)

　穴
原

　一
夫 

様(

み
ど
り
市)

◇
広
報
寄
付
金

　竹
本

　虎
貢 

様(

松
原
市)

　岡
崎

　俊
夫 

様(

東
京
都)

　西
森

　勝
輝 

様(

高
知
市)

　西
森

　静
夫 

様(

松
田
町)

　神
原

　太
一 

様(

大
阪
市)

　　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受
け

し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広
報
発
行

に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

   

　仁
淀
川
町
役
場

 2月の予定行事   (仁淀川町母子支援事業)▲

１２日(木) 助産師のお話(13:30～15:00)▲

１７日(火)小児科医の相談会・講話(10:00～15:00)▲

場所は子育て支援センターホール内  ひまわり広場です

■問い合わせ

　仁淀川町地域子育て支援センター  (仁淀川町大崎200)

　☎・　３５－０４３３

子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ子育てｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
子育てに悩みや不安はありませんか？
より良い環境で子育てができるように支援をします。

　小児科医の相談会、講話では、
新進の発達・病気・予防接種に
ついて、さまざまな相談・質問
に座談会形式で答えていただけ
ます。個別相談（※予約制）に
も気軽に対応してくれます。 

そ　ら



《11》 広報によど川 2月号

こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

　２月は寒さと空気の乾燥で、風邪やインフルエンザの患者が多くなりま

す。最近は風邪やインフルエンザが重症化して肺炎となる方が増え、日本

人の死因の第３位になっています。風邪を予防し、元気に冬を過ごすため

に、もう一度「かぜ予防」の基本を確認してみましょう。

　しょうがに含まれる、香り成分

や辛味成分には、体を温めたり、

咳やのどの痛みを緩和する効果、

食欲を増進させる効果などがあり

ます。

　冷え症の緩和や風邪予防に、し

ょうがをいつもの料理に加えてみ

てください！

 『たまごとしょうがのおかゆ』

材料（２人分）

　ご飯・・・・茶碗に軽く１杯半

　水・・・・・２カップ

　たまご・・・１個

　しょうが・・１かけ

　めんつゆ・・大さじ２

作  り  方

①鍋にご飯と水を入れて煮立て

る。煮立ったら弱火にする。

②ごはんの形が崩れ柔らかくなっ

てきたら、しょうがのすりおろ

しを入れて混ぜる。

③たまごを溶いて回し入れ、めん

つゆを加えて味を整える。

※ねぎや玉ねぎを加えてもおいしいです

①基本は手洗い・うがい
　手洗い・うがいは感染症予防の基本です。帰宅

時などの正しい手洗い・うがいの習慣を徹底しま

しょう。外から屋内に入った時、食事の前、トイレの後など

はもちろん、気付いた時に手を洗うようにしましょう。

　手洗いは指輪などを外し、石鹸を使って最低でも１５秒以

上、流水で洗いましょう。特に指先はバイ菌が多くついてい

ますので、入念に洗ってください。洗った後は清潔なタオル

やぺーパータオルで水分をきれいにふくようにしましょう。

手洗い後、市販のアルコール消毒液を使うと、より殺菌効果

が高まります。

　うがいは口の中をきれいにする「ぶくぶくうがい」をして

から、喉の奥まで水が行き届くように上を向いて、しっかり

と「ガラガラうがい」をしましょう。

②うつらない、うつさないためのマスク
　咳やくしゃみから感染が広がっていきます。発

熱や咳など症状がある人はもちろん、外からのウイルス侵入

を防ぐために、マスクを積極的に使いましょう。

③かぜに負けない体づくり
　どんなに気を付けていても、ウィルスが体に入ってしまう

ことがあります。しかし、病気に負けない体があれば、風邪

をひきにくく、治りやすくなります。かぜをよせつけない、

抵抗力のある体をつくるために大切なのは「十分な睡眠」

「バランスのとれた食事」「適度な運動」です。

　日頃からの健康な体づくりを心掛けて「マメに手洗い・う

がい、マメにマスク」で元気に冬を乗り切りましょう！

マメに手洗い・うがい、
　　　　マメにマスクでかぜ予防！！

冷え症の緩和や風邪予防に
おススメのレシピを紹介します！

広報によど川 2月号 《10》

「かぜ予防」基本３大柱はコレ！

　秋葉祭り開催に伴い、2月11日（水）午前7時から午後5時までの間、車両の交通規制が下記の通

り行われます。混雑が予想されますので、交通整理員の誘導にご協力をお願いいたします。

「秋葉祭り」交通規制にご協力を！

。
。

霧之窪

高知県保護無形民俗文化財

秋葉神社祭礼 練り

【行列順路】

岩屋神社（午前８時30分出発）

→市川家→法泉寺→中越家→秋葉神社

別枝大橋まで車で

○ドライブイン引地橋から約15分

○佐川から約40分

○高知から約１時間30分

○松山から約１時間30分

■問い合わせ

　仁淀総合支所地域振興課　☎３２－１１１3

２月11日（建国記念の日）

P

P

P
P

P

P

年
が
明
け
、
秋
葉
祭
り
が
近
づ
き
活
気
づ
く
山
里

祭
り
の
準
備
で
つ
な
が
る
心
の
交
流

１
月
20
日

　お
守
り
セ
ッ
ト
と
し
て
売
り
出
す
た
め
、
ミ
ニ
サ
イ

ハ
ラ
作
り
が
佳
境
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
使
用
す
る
竹
の
搬
入
か

ら
完
成
ま
で
約
10
日
間
か
け
て
、
す
べ
て
手
作
業
で
行
い
ま
す
。

　こ
の
日
も
沢
渡
集
会
所
に
は
、

地
域
の
人
が
集
ま
り
、
一
つ
一
つ

手
作
業
で
、
最
後
の
仕
上
げ
作
業

を
し
て
い
ま
し
た
。

　秋
葉
神
社
祭
礼
練
り
保
存
会
の

谷
脇
洋
輔
さ
ん
は
、
「
年
が
明
け

る
と
こ
の
辺
は
祭
り
一
色
。
こ
の

祭
り
の
準
備
で
、
み
ん
な
と
の
つ

な
が
り
が
一
層
強
く
な
る
。
手
作

業
は
大
変
や
け
ど
、
や
ら
ん
と
い

か
ん
」
と
祭
り
へ
向
け
て
、
気
を

引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

※全線午後４時以降
　駐車禁止となります。



■問い合わせ

・国税庁ホームページアドレス

　http://www.nta.go.jp

・伊野税務署

　☎０８８-８９３-１１２１
　※税務署に電話をおかけになると音声ガイダンス

　　でご案内しますので、該当の番号を選択してく

　　ださい

　■確定申告に関する相談　→「０番」
　■その他の相談　→「１番」
　■納付やお尋ね文書に関する相談　→「２番」

伊野税務署からのお知らせ

軽自動車税の税率が変わります

確定申告はお早めに！

広報によど川 2月号 《12》《13》 広報によど川 2月号

■■■お知らせコーナー■■■

　四
国
財
務
局
に
は
、
借
金
を

抱
え
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の

た
め
の
「
相
談
窓
口
」
が
ご
ざ

い
ま
す
。

　一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
相
談
方
法

　相
談
は
無
料
。
ま
ず
お
電
話

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　四
国
財
務
局

　多
重
債
務
者
相
談
窓
口

　☎
０
８
７
・
８
３
１
・
２
１
５
５

　
　０
８
７
・
８
６
２
・
８
７
９
８

　高
松
市
中
野
町
26
番
１
号

■
受
付
時
間

　月
曜
日
〜
金
曜
日
（
９
時
〜

　12
時
、
13
時
〜
17
時
）

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・多
重
債
務
で

　
　お
悩
み
の
方
に

無
料
法
律
相
談
の

　
　
　
　お
知
ら
せ

　高
知
県
司
法
書
士
会
で
は
、

県
内
各
地
で
無
料
法
律
相
談
会

（
予
約
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

 

○
高
知
会
場

　毎
週
土
曜
日
13
時
〜
17
時

　毎
週
水
曜
日
18
時
30
分
〜

　20
時
（
多
重
債
務
・
生
年
後

　見
相
談
）

※
土
曜
日
15
時
以
降
お
よ
び
多

重
債
務
相
談
は
法
テ
ラ
ス
法

律
扶
助
相
談
（
資
力
要
あ

り
）
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約

　高
知
県
司
法
書
士
会

　総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　☎
０
８
８
・
８
２
５
・
３
１
４
３

　こ
れ
ま
で
、
仁
淀
川
町
へ
納

め
る
収
納
金
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
口
座
振
替
日
が
異
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
４
月
分
か
ら

口
座
振
替
日
が
25
日
に
統
一
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご利用ください！『仁淀川町奨学資金貸し付け制度』
　経済的理由により修学が困難な学生および生徒に対し、平成27年度仁淀川町奨学資金の貸し付けを

行います。希望する方は、申請期限までに必要書類を教育委員会まで提出してください。

資　　格　仁淀川町に２年以上住所を有し、町税などの滞納がない者の子で次の条件を満たす者

　　　　　●品行方正にして勉学意欲旺盛で学資支弁の困難な者

　　　　　●高等学校(通信制除く)、高等専門学校、大学(大学院、短期大学含む)、専修学校に籍を置く者

貸 与 額　①高等学校、高等専門学校、専修学校に在籍する者 　１カ月　25,000円以内

　　　　　①大学に在籍する者 　１カ月　37,000円以内

保 証 人　保証人は２人とし、１人は父母またはこれに代わるべき親類縁故者、もう１人は仁淀川町内で独立       

　　　　　の生計を営み、各税金の滞納のない者とする。特にやむを得ない事情があると町長が認めるときは、          

　　　　　町外の在住者を保証人とすることができる。

返　　還　卒業後、満１カ年を経過した後、教育委員会規

　　　　　則で定める期間内に返還しなければならない。

　　　　　ただし、本人の便宜上、奨学金の全部または一

　　　　　部を繰り上げて返還することができる。

申請期限　（貸付願、成績証明書提出）　４月10日（金）必着

　　　　　教育委員会または各教育事務所へ「奨学資金貸付願」と「成績証明書」を提出

問い合わせ　仁淀川町教育委員会　☎３５－００１９

　　　　　※提出書類（奨学資金貸付願）は教育委員会と池川・仁淀各教育事務所にあります

　所得税および復興特別所得税の確定申告期間は、平成27年２月16日（月）～３月16日（月）です。

税務署の閉庁日（土・日曜・祝日等）は、税務署での相談および受付は行っていませんが、高知税務

署では、２月22日および３月１日の日曜日に、午前９時から午後４時までの間、確定申告の相談を行

います。なお、この２日間は、混雑が予想されます。あらかじめご了承ください。

  仁淀川町税条例改正（平成26年3月31日公布）により、軽自動車税の税率が下表のとおり改正され

ます。

　なお、三輪および四輪以上の軽自動車（表１）については、最初の車両登録の指定を受けた月（自

動車検査証に記載のある「初度検査年月」で判定）によって適用される税率が変わります。

①現行税率：平成27年3月31日までに最

　初の車両登録の指定を受けた車両に適用

②改正税率：平成27年4月1日以降に最

　初の車両登録の指定を受けた車両に適用

③重課税率：最初の車両登録の指定を受け

　た月から起算して13年を経過した車両

　に適用（平成28年度から施行）

※平成27年度税制改正大綱において、改

正税率適用開始を１年間延期する等が閣

議決定されました。

これに伴い、仁淀川町税条例が改正され

れば平成28年4月1日から改正税率が適

用となる見込みです。

■問い合わせ

　仁淀川町役場税務課　☎３５－１０８０

（表１）

（表２）

町
に
納
め
る
収
納
金
の
口
座
振
替

日
が
４
月
分
か
ら
統
一
さ
れ
ま
す



広報によど川 2月号 《14》《15》 広報によど川 2月号

国
民
年
金

　
　だ
よ
り

　平成２７年４月からの保育所（園）入所希望者の申し込み受付を次の要領で行います。期間内に

申込書を提出してください。

※提出書類（申込書・就労
証明書等添付書類）は左
記にあります

　平
成
26
年
４
月
末
の
口
座

振
替
分
よ
り
、
割
引
額
が
よ

り
大
き
な
２
年
前
納
を
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

☆
２
年
前
納
の
メ
リ
ッ
ト

・
２
年
間
で
１
万
４
千
円
程

度
の
割
引
に
な
り
ま
す

・
２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ

の
年
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す

・
口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
納
め
忘
れ
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

　２
年
前
納
は
口
座
振
替
の

み
ご
利
用
が
可
能
で
す
。
お

申
込
期
限
は
毎
年
２
月
末
ま

で
に
な
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
早
目
の
ご
相
談

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　高
知
西
年
金
事
務
所

　☎
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７

平成２７年度保育所（園）入所のご案内

【受付期間】

　２月2日（月）～ 2月20日（金）

【受付時に持参する物】

　・支給認定申請書兼利用申込書および添付書類

　　（就労証明書等）

　・印鑑

　・口座振替依頼書

　※平成２６年１月１日の住所が仁淀川町外の

　　方は、前住所地の市町村民税（平成２６年

　　度分）の所得課税証明

【入所の決定と通知】 

　  　後日保護者あてに通知します。

  

【保育料の通知】

　保育料については、保護者の市町村

民税所得割課税額により決定します。

　平成27年4月から8月分までは、平

成26年度市町村民税所得割課税額に

より、９月から3月分までは平成27年

度市町村民税所得割課税額により決定

します。

※保育内容などにつきましては、直接保育所（園）まで問い合わせください

※広域入所（他の市町村にある保育所への入所）については、相手方市町村との協議が必要となりますのでお早めに

　申請書の提出をお願いいたします。（市町村の状況によっては、ご希望に添えない場合もあります。）

【入所基準】

　①就労（居宅外・居宅内）

　②妊娠・出産

　③疾病・障害

　④介護・看護

　⑤災害復旧

　⑥求職活動

　⑦就学

　⑧社会的事由

　⑨育休中の継続利用

■保育所(園)の連絡先

●大崎保育所（大崎200）　　　☎３５－０１５２

●ふたば保育所（森4279-1）　 ☎３２－１０２１

●長者保育所（長者乙2502-2） ☎３２－１７５６

●池川保育園（土居甲1190）　 ☎３４－２４２７

○問い合わせ・受け付け

　仁淀川町教育委員会（中央公民館）　☎３５－００１９

　仁淀教育事務所　　　　　　　　　　☎３２－１０４１

　池川教育事務所　　　　　　　　　　☎３４－２４８０

「
２
年
前
納
制
度
」

 

の
ご
案
内

平成２６年中の火災・救急・救助出動状況

～有害鳥獣の駆除について～

高吾北消防本部では、平成２６年中の火災・救急・救助出動状況をまとめましたので発表します。

〈火災状況〉管内件数は減

　火災件数は前年より４件減少しました。損害額は増加して

います。

　火災の原因は、原因不明がもっとも多く５件、次いでタバ

コ、たき火関係・その他がともに１件ありました。

〈救急出場状況〉３６件増、搬送人員も前年より２２人増

　救急出場件数は前年より３６件増加しています。

　搬送人員も前年より２２人増加しています。

　うち高齢者は１，１４７人で救急搬送全体の約７０％を占

めており、依然数値が高く、また出場件数については１日平

均４．３件となっています。

〈救助出動状況〉一般負傷が大幅に増、交通事故が減

　救助出動件数は、前年より７件減少しています。

　交通事故が９件、水難が１件減少しています。

◆農作物を荒らす鳥獣について町では猟友会に駆除をお願いしています。

　猟友会では、明るい色の猟服等を着用して駆除活動を行っています。捕獲時に発砲

　音が大きく響くことがございますので驚くことのないようご注意ください。

◆町内で駆除に協力していただいている猟友会は5つあります。

　池川地区猟友会　大崎地区猟友会　名野川地区猟友会　森地区猟友会　長者地区猟友会

◆駆除対象の鳥獣は以下のとおりです。

　イノシシ・ハクビシン・タヌキ・アナグマ・ノウサギ・キツネ・ハト類・カラス類

　サル・シカ・カワウ・サギ類

～防除の取り組みも大事～
◆鳥獣被害対策は侵入防止柵の設置や放任果樹の除去など有害鳥獣

を寄せ付けない防除の取り組みも必要です、駆除活動と両輪で行う

ことで効果的な鳥獣被害対策となります。

■問い合わせ　

　仁淀川町役場産業建設課　☎３５－１０８３

　池川総合支所地域振興課　☎３４－２１１４

　仁淀総合支所地域振興課　☎３２－１１１３

　ご自分の畑、田んぼや
果樹など被害が発生した
場合に駆除が必要な人
は、左記までご連絡をお
願いします。



《17》 広報によど川 2月号 広報によど川 2月号 《16》

仁淀川町に来て早４カ月、改めまして
私が地域おこし協力隊の『岩井』です！！

地域おこし協力隊がゆく

　遅いとツッコミが入るかもしれませんが、「明けまして、おめでとう

ございます」。

　この４カ月の間にさまざまな人に出会い、いろいろな行事や飲み会に

参加させていただきました。特に伝統の吾川・仁淀川駅伝競走大会では

不甲斐ない結果ではありましたが、たくさんの方の声援により元気づけ

られ、無事完走することができました。本当にありがとうございました。

　仁淀川町に来て４カ月、自分の中ではいろいろな地域へ行き、たくさ

んの方々とお会いすることができました。しかし、まだまだ行ったこと

のない地域もあり、大阪以上の仁淀川町の広さに戸惑ってはいますが、

隊員としての任期が終えるまでの間に、定住へ向けての生業を

見つけるため、もう少しの間町内を見て回りたいと思っていま

す。

　最後に一つだけお願いがあります。私の名前は「西」ではな

く、「岩井」です！　同じ地域おこし協力隊である西太郎
君と体形や特徴がよく似ているので、普段でも名前を間違われ

ることが頻繁にあります。なかなか分かりづらいと思いますが、

お間違えのないようよろしくお願いします。

こう　じ

い わ  　 い

～今月は岩井 幸次隊員～

駅
伝
大
会
で
勢
い
よ
く
ス
タ
ー
ト

す
る
岩
井
隊
員

いわ   い

おわびと訂正
　広報によど川１月号に掲載しま

した記事に誤りがありましたので、

下記のとおり、おわびして訂正し

ます。

Ｐ18 ご寄付のお礼

【誤】掛水善幸(大阪市)

【正】掛水善孝(川渡)

Ｐ19 文芸

 ○片岡稔和

【誤】師足くるあれこれ予定手帖繰り

【正】師走くるあれこれ予定手帖繰り

 ○高橋房子

【誤】青首を夫まっずぐに天にぬく

【正】青首を夫まっすぐに天にぬく

NEW FACE!
仁淀川町役場　新採用職員

【平成２７年１月１日採用)

教育委員会  高橋　知輝 (19)

　初めまして。1月より教育委員

会に配属になりました高橋です。

　出身は旧仁淀村ですが、仁淀中

学校卒業以来の帰郷になりますの

で、仁淀川町についてまだ知らな

いことばかりです。

　教育委員会の仕事も早く覚えて、

仁淀川町のことも少しずつ学んで

いきたいと思っています。そして

少しでも地域の皆さまのお役に立てる職員になれるよう

取り組んでいきますので、よろしくお願いします。

とも　き

ジャノメミシン代理店

中山ミシン㈱

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

本町の教育課題《学力向上》をめざして②
　前号で、学力向上をめざす手立てをいくつ

か取り上げました。

　さて、問題はソフト面、つまり、現場と行

政がしっかりと連携しながら、それらの手立

てをどうやって実効あるものにしていくかで

す。そして、行き着くところは毎日の１時間

１時間の授業の改善になります。

　学校では、よく“授業で勝負”と言ってき

ました。それは子どもにとって“わかる授

業”を作り上げることに他なりません。昔か

らのこの命題に、学校はもとより教育委員会

も教育研究所も鋭意取り組んできました。そ

のための研修を積み、工夫も重ねています。

そうした取り組みで、最も大切な場の一つに

なるのが各校の校内研修です。

　まさにお膝元の研修を活性化させることを目的に、どの学校も年間に１回は町内の他校から参加しても

らって授業を公開し、共に指導力を磨き、高め合っていこうと、拡大校内研という事業を進めています。

　加えて、今年はＮＨＫテレビでも活躍中の、関西大学教授の田尻悟郎先生にも協力していただき、こ

の校内研修の質を高め、授業改善に力を入れてきました。まさに、仁淀川町教育の“リニューアルの

年”と位置づけ、できることを皆で精いっぱい取り組んできました。その結果がどう出るのか、今後に

期待を込めて見守っていきたいです。

広 告

昨年７月にＯＰＥＮしました！！

●全メーカー及び学販ミシン
　出張・販売・修理・点検・下取り致します。

　お電話１本でお家までお伺いします。

●お気軽にご相談ください！
  ■問い合わせ先　【佐川店】

  　☎０８８９－２０－０５０１
  　高岡郡佐川町甲１０３２－１

  　サンプラザ佐川店内　※定休日／木曜日

田尻悟郎先生（中央）による校内研修の様子
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仁淀川町行事カレンダー（2月・3月）……… ………

健康相談（相ノ谷集会所10:30〜）
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広 告

第９回 「四季の写真」コンテスト募集 
  締め切り：平成２７年３月１3日（金）  午後５時必着

◆テーマ　仁淀川町の伝統行事や風景を撮影したも

　　　　　ので、山里に息づく祭りの活気あふれる

　　　　　姿や美しい自然の景色など、町の魅力を

　　　　　感じさせるものであれば素材は自由です。

◆作品送付先・問い合わせ　

　〒781-1801　仁淀川町森4231  

　仁淀教育事務所内写真コンテスト係　☎０８８９－３２－１０４１
第8回大賞作品

「ジャンピングキャッチ！」

　入賞された方には、

賞金・賞状・副賞が

授与されます。



A B C D

A

B

C

D

広報によど川 2月号 《20》《21》 広報によど川 2月号

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「図書カード」を 1名様に。（当選者の発表

は次号広報）

町の人口・世帯数
平成27年1月1日現在

  人　口6,160人     （ 3）

  　  男　2,874人　　　　　 

  　  女　3,286人　　　　　 

 　  世帯数3,264世帯  （ 5）    

12月中の届出

転入17人　 転出  5人

出生  1人　 死亡10人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成27年2月1日発行（No.115）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　秋葉祭りが近づき、防火・災難
避けのお守りとして人気の「ミニサ
イハラ」作りが始まり、地域の人た
ちが一つ一つ心をこめて作り上げ
ていました。（Ｐ10 に関連記事）

（沢渡　１月２０日撮影）

第115回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　2/18（水）必着表
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た
て
の
カ
ギ

1

　過
去
や
自
分
の
周
り
の
記
憶
を
思
い
出

せ
な
い
こ
と

2

　そ
の
次
の
日
。
あ
く
る
日

3

　ウ
マ
目
ウ
マ
科
に
属
す
る
動
物
の
総
称

4

　外
界
の
刺
激
に
よ
っ
て
生
じ
る
感
覚

5  

キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
い
て
修
道
士
、
修

道
女
が
共
同
生
活
を
す
る
場
所

6  

ツ
バ
キ
科
ツ
バ
キ
属
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の

種
子
か
ら
採
取
さ
れ
る
植
物
性
油
脂

12

　話
を
聞
い
て
納
得
す
る
こ
と

15

　夜
間
、
路
上
で
集
団
的
に
出
店
す
る
小

商
人

☆
よ
こ
の
カ
ギ

1

　国
立
の
学
校
・
研
究
所
な
ど
で
教
育
・

研
究
に
携
わ
る
人
が
そ
れ
以
外
の
用
務

に
携
わ
る
部
屋

7

　数
が
非
常
に
多
い
こ
と

8  

豆
乳
を
煮
立
て
、
表
面
に
で
き
た
薄
皮

を
す
く
い
上
げ
て
作
っ
た
食
品

9  

正
負
や
順
序
が
割
り
当
て
ら
れ
る
対
象

に
つ
い
て
、
そ
の
割
り
当
て
情
報
を
あ

ら
か
じ
め
与
え
ず
に
選
択
さ
せ
る
こ
と

10

　物
質
が
液
体
か
ら
蒸
発
し
て
、
あ
る
い

は
固
体
か
ら
昇
華
し
て
、
気
体
に
な
っ

た
状
態
の
も
の

11

　声
・
言
語
を
話
さ
れ
る
の
と
同
じ
速
度

で
書
取
り
、
の
ち
に
そ
れ
を
普
通
の
文

字
に
直
す
こ
と

13

　戸
。
扉

14

　気
持
ち
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と

16

　な
じ
み
、
仲
よ
く
な
る
こ
と

17

　人
為
的
加
工
な
い
し
自
然
条
件
に
よ
っ

て
乾
燥
さ
れ
、
長
期
間
原
型
を
留
め
て

い
る
死
体
の
こ
と

18

　紙
面
の
区
切
り
や
飾
り
、
囲
み
に
用
い

る
線

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

応
募
者
数 

22
人

　正
解
者
数 

22
人

当 

選 

者

西
森
友
子

　井
上
利
明

　片
岡

　
　由

渡
辺
真
紀

　岡
村
重
忠

　鎌
倉
ト
モ
コ

靜

强

德

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０
※交通安全協会は皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします

交通安全協会からの
お知らせ

交通安全協会からの
お知らせ

交通安全協会からの
お知らせ

 佐川警察署管内の死亡事故 

●佐川警察署管内の交通死亡事故『昨年は０件でした！』平成元

年以降、交通死亡事故のなかった年は平成16年と平成24年、

昨年の３回となっています。

年末年始の交通安全運動が実施されました

  平成26年12月10日～平成27年１月９日の間で行われ、12月18

日は交通指導員・各町役場・佐川警察署・交通安全協会による、

飲酒・暴走運転根絶を呼びかけるパトロールが行われました。 

　運動にご協力いただききました方々、ありがとうございました。

平成２６年　交通事故の概要

★県警が統計を取り始めた昭和27年以降、過去最少の死者数となった。

 死亡事故の特徴

●県内の死者数4１人のうち、25人

　が高齢者で約60％を占めている。

●高齢者の交通死亡事故では、歩行

　中の事故が多い。

し  　ま

毎年2月は「北方領士返還運動全国強調月間」です

　択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島の北方四島は、歴史上、

一度も外国の領士になったことのない日本固有の領土です。

     「四島返還ひとりの力が大きな力に」
（平成２６年度北方領士返還要運動に関する標語・キャッチコピー最優秀作品）
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特
集

　成
人
の
自
覚
を
胸
に 

仁
淀
川
町
成
人
式

作
文
コン
テ
ス
ト

　西
森
佑
奈
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
く

法
務
大
臣
表
彰

　保
護
司
の
西
森
直
隆
さ
ん
が
受
賞

防
災
へ
向
け
た
決
意
新
た
に

　消
防
団
出
初
式

冷たい風が吹き始めるころ、
家の軒先にずらりと並べられた
冬の風物詩「干し大根」


